
3月14日(日)江南市民文化会館

在住外国人とともに､安心して暮らせる社会を考える｢多文化共生フォー

ラム｣を開催し､ 100名が参加しました｡前半では､武蔵大学准教授

アンジ工ロイシ氏が｢在日ブラジル人の素顔と本音｣と題して､程済危機

時代の在日ブラジル人社会や､多文化主義が根付いているブラジルについ

て講演を行ったほか､市内に住む外国人の皆さんが､出身国と日本の教育

の違いによる戸惑いや､職業訓練講座での資格の取得や再就職の苦労につ

いてスピーチしました｡

後半では､大久保ナオミさんのバイオリンコンサートと､在住外国人の

皆さんが作ってくださった料理を囲んで交流会も行い､参加者は楽しいひ

とときを過ごしました｡

2月14日(日)江南市民文化会館

中国の春節にあわせて､世界の国のお正月の伝統行事や料理を紹介した

催しには､ 140名の参加がありました｡市内在住のタイ･中国･フランス

出身の方たちが自国のお正月について､映像を交えながらスピーチし､年

越しには被子を食べる(中国)､次の年に旅行へ出かけられるようトランク

を転がしながら家の周りを歩く(ペルー)､季節が夏のため､若者は海で花

火を見て過ごす(ブラジル)など日本と大きな習慣の違いに､参加した皆さ

んは時折､驚きの声をあげながら関心をもって聞き入りました｡

また､各国別のブースを設け､料理の試食やお互いに交流を楽しんだほ

か､日本のお正月の遊び(コマ回し､羽子板)の体験やお茶席コーナー､着

物の着付けなども行われ､在住外国人の皆さんも日本の文化を楽しみました｡

ブラジルを紹介するブース



3月21日(祝)老人福祉センターで修了式が行われました｡
一生懸命､日本語習得に励んだ受講生30名に修了証と記念品が贈ら

れました｡式後に開催された修了パーティーでは､ボランティアの協

力で着物を着飾った参加者たちが写真撮影をしたり､琴の演奏を楽し

んだほか､日本の巻き寿司やぜんざいを味わうなどして､楽しいひと

ときを過ごしました｡

日本語教室は､週3回開催されています｡各教室の様子を紹介

します｡

田曜田教室(宮田地区学習等供用施設13:00-)

修了式のようす

教室では､まったく日本語が分からない人､地域の製造業に従事し夜勤を終えて学びにくる人､休日

を返上し熱心に参加をしているご夫婦､日本語検定を削旨す若い人たちなど､ブラジル､中国､ペルー､

フィリピン出身の方たちが一生懸命勉強をしています｡しかし最近では､不況でやむを得ず帰国してし

まった人もありました｡また仕事の都合で教室になかなか適えない生徒もあり､参加者が少なくなって

きています｡私たちボランティアは､できる限り早く日本語が習得できるよう支援を続けていきたいと

思います｡ご協力をいただける方は､ぜひご参加ください｡

｢ただいま!｣の声とともに､おおきなランドセルを背負った子が

飛び込んできます｡最近では､学校での勉強のほかに､実力をつける

ための問題集にも手をつける子が増えてきました｡漢字検定の練習や

学年のまとめの算数にも取り組んでいます｡大好きなおやつも待ちき

れません｡早く出来た子が､みんなのおやつの準備をするようにもな

ってきました｡

｢英語｣と｢ポルトガル語｣の母国語教室も楽しみの一つです｡

Ej常のあいさつを自然に母国語で交わし､ゲームをしながら読み書き

も楽しく学んでいます｡練習した成果を展覧会に出したいと､今は､

習字の特訓中です｡ ｢とめ､はね､はらい｣もずいぶん上達しました｡

また､ 12月6日には､親子ケーキ作り教室を開きました｡広報で

市民の皆さんに参加を呼びかけたところ､ 40名の参加があり､ケー

キ作りを通して､交流を深めました｡
南米と日本のケーキづくりを楽しみました

協会では愛･地球博で江南市がフレンドシ､ソプ国として交流を深

めたブルキナファソ(アフリカ西部)の子どもたちへ学用品とともに､

市内の子どもたちが描いた絵を現地に送付しました｡寄贈をいただ

いた皆様､ご協力ありがとうございました｡



協会の拠点ふくらの家では､江南市の委託を受け､母国語による

因りごとの相談を実施しています｡また失業者や定住者､乳幼児を

持つ母親等を対象に､早期に言葉が覚えられるよう､日本語特別支

援教室を週5回実施しています｡

支援サポーターから

ふくらの家にも春が満開です｡日本語特別教室にきていた人たちも全員就

職しました｡子ども塾の子どもたちもそれぞれ進級し､こんどは､ピカピカ　日本語教室(ママさんクラス)のようす

の一年生が入ってきます｡ホームヘルパーの勉強している人､日本語検定に合格した人､進級テストがクラスで一番

になった子などうれしいニュースが次々と届きます｡

日本語特別教室も若い人が増えました｡結婚したばかりの人や子育て中の人など､カンボジア･ベトナム･中国･

フィリピンなどから来た人たちです｡

今すぐにEj本語やEj本の習慣などを習得したい人たちです｡ちびっ子も大勢でとび回っていて笑い声が絶えません｡

また､毎月1回､外国人と日本人が料理などを教えあっています｡お互いの文化や習慣を紹介し､地域の情報を交

換しあうなど交流を深めています｡参加を希望される方は､ぜひお問合せください｡

11月29日には､主婦のヤイモアさんの指導を受

けながら､トムヤンクン､パイナ､ソプルチャーハン

などタイの家庭でよく作られる料理作りを楽しみま

した｡

また､ 2月21日のネパール家庭料理教室では､レ

ストランのオーナーシェフガレビクラムさんから､

蒸し被子､チキンカレーなどの作り方を学びました｡ タイ料理教室

ジョセフィン　ラウトさん(ニュージーランド出身)

①みんな優しく､きれいで良い町

(診着付､生け花､旅行

③日本語を習ってから生活が楽しくなりました｡帰国後も続けたい!

ネパール料理教室

①江南市の印象 

②趣味.特技③コメント 

ガルガ二リア　ジョン　ケビンさん(フィリピン出身)

(Dみんなが親切にしてくれるのでうれしい

②ビリヤード､バスケ､ソト

③プア､ソションに興味があるので､デザインの仕事をしたい｡

仕事を通して､フィリピンと日本の橋渡しができるようになりたい｡

シンカキンさん(中国出身) ･中村正成くん(辛)

①江南市の人は､心が優しいので住みやすい

(診ボ-リングを家族ですること

③子どもの成長を楽しみにしている｡新しく江南に来た人たちの相談

に親身にQjLjたい｡
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江南市老人福祉センター
江南市中央コミュニティ･センター

江南市立
布袋北部地区
学習等供用施設
江南市木賀町新開278番地

TEL O587 (54) 5535

毎週金曜日
19時～21時

毎週日曜日
19時～21時

ふくらの寮での活動　.

ふくらの家は､子ども塾をはじめ､中学生への国際

理解講座､在住外国人の生活相談､市民への外国語

講座など在住外国人と市民とのふれあいの場として

活用されています｡ぜひお立ち寄りください｡

(江南市古知野町古渡142-2　電話0587ー56-7390

Eメールfuku｢a@feel.ocn.ne.jp)
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